
別紙１  

 １ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

１．   環境マネジメントシステムを構築し、継続的に改善することにより、  

環境に対する汚染を予防します。 

２．   事業活動に伴い適用される環境に関する環境関連法規及び社会的約束

を順守します。 

３．   事業活動が環境に与える影響を調査・評価し、環境目的及び目標を定め、 

継続的な改善を全員で推進します。 

４． 持続可能な開発目標（ SDGｓ）を意識し、具体的活動として、下記の項

目に取り組みます。 

（１）  省エネルギー・省資源の推進 

（２）  環境負荷（大気・水質汚染、化学物質リスク）の低減の推進 

（３）  地球温暖化対策・ＣＯ２排出量低減の推進 

（４）  持続可能な社会実現への３Ｒ（ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ）活動の推進  

（５）  廃棄物の減量化及び再資源化の推進 

（６）  環境改善に寄与する製品開発の推進 

（７）  環境に配慮した製造設備、機器の開発 

（８）  地球環境活動への参加 

 

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること）  

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

  

環境管理委員会    

     ＥＭＳ委員会           ＧＣ事務局        

経営層                   環境統括管理責任者   東京工場  

     内部環境統括監査員        環境室         埼玉工場     

     内部環境主任監査員                

     内部環境監査チーム                  ●播磨工場（工場長）  

                                

 

                                   環境委員会   

                                   環境管理責任者  

                                   ＥＭＳ事務局  

 

              窯業設備課・生産課・加工課・品質保証課・総務課・山村倉庫  

 

播磨工場  

大気関係：窯業設備課 担当者 奥薗 健太 

水質関係：窯業設備課 担当者 西村 友実 

産廃関係：総務課 担当者 石原 茂己 

ＴＥＬ ０７９－４３５－２０５１ 

 



別紙２  

 ２ 環境保全活動の実施状況等  
 

 項 目   取組結果   今後の取組計画  

CO2 排出量原単

位を削減し、地球

温暖化防止を図

る。 

’２１年実績  ４６２．８ｋg/t 

※溶融量原単位 

① エネルギー使用量

の削減 

② 生産性向上 

③ カレット商とＨＫ

共有データベース

活用 

省エネルギーを

推進し、エネルギ

ー原単位を削減

する。 

’２１年度実績 ２２６．８Ｌ/ｔ（溶融量原単位） 

 

’２１年度実績 ２７５．９Ｌ/ｔ（製品量原単位） 

① ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの効率的

な運転 

② 省エネ活動の継続 

③ 溶解炉原単位の削

減  

④ 電力使用量の削減 

再資源化率をア

ップし、資源の有

効活用を図る。 

’２１年度実績 ９０．２％ 

 

① 廃ﾌﾟﾗの再資源化 

② 分別強化 

③ ｶﾞﾗｽ屑の再資源化 

④ 含水汚泥の減量化 

電力使用量の削

減により電力原

単位を削減する。 

’２１年上実績  ２２６．６ ｋwh/t 

’２１年下実績  ２１４．６ ｋwh/t 

※溶融量原単位 

① 照明器具（省エネ

タイプ）更新 

② 低負荷率モーター

のｲﾝﾊﾞｰﾀｰ化 

③ コンプレッサーの

エア漏れ対策 

④ 空調設備（省エネ

タイプ）更新 

⑤ 高効率モーター更

新 

上水・工水・井戸

水の使用量管理

により用水使用

量を削減する 

’２１年実績  ２３９ｋm3/年 ① 日々の使用量管理

による節水 

② 冷却水の循環利用 

 


